










沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物（動物）
　亜熱帯気候かつ１６０もの島々からなる沖縄県の野生生物（動物）は、沖縄島北部に生息するヤン
バルクイナやノグチゲラ、西表島に生息するイリオモテヤマネコのように、それぞれの島で独自に
進化した固有種や固有亜種の多いことが、他の都道府県とは異なる特徴の一つとなっており、生物
多様性の豊かさは世界でも有数といわれています。
　その反面、それぞれの島で生活の場を奪われた野生生物は、他の島々へ移動することができない
ために減少したり、絶滅するおそれがあります。いちど失われた自然環境を回復させることは容易
ではありません。
　ここでは、本改訂において、沖縄県で絶滅または絶滅のおそれのある種として選定された野生生
物（動物）の概要を示します。
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沖縄県の自然環境（陸域～沿岸域）
　野生生物はさまざまな自然環境に適応してすみわけて生活しています。森林には多くの野生生物
が生息・生育していますが、多くの島嶼からなる本県では沖縄島や宮古島、石垣島、西表島など地
域によっても森林を形づくる植生環境やすんでいる野生生物が異なるなどの特徴が見られます。
　また、山・川・海はそれぞれ密接につながり、川と海を行き来する両側回遊性の生物が多いこと
も本県の特徴の一つとなっています。河川を通して運ばれた陸域の栄養分は、河口や干潟、沿岸域
の自然環境が形成されるために必要なものであり、多様な生物からなる生態系をささえています。
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は  じ  め  に 

 

 沖縄の島々は（1）地史から見て極めて古いこと、（2）日本の西南端に位置し、南方の国々の動植物の遺

伝性とのつながりが強く、すでに南方系動植物の占める割合が極めて高いこと、（3）亜熱帯であることで

南方系動植物の移入、定着が容易であること、（4）多数の島々から成り立っていることで、それらの島な

りの種が分化、進化したことなどで、特異な動植物相が成立っていることが指摘されており、世界遺産候

補地として琉球列島があげられている。しいては、我々もそれら生物と共存しており、それらの生物を子々

孫々まで引きついで行かねばならない。そこでそれらの生物の生きざまを解明し、理解し、保護する必要

が負わされている。そこでそれの種を選定し、絶滅のおそれの程度に分けたランク付けを行うとともに保

護の処置を講じる必要がある。そのため沖縄県は 1996 年来レッドデータおきなわを発行してきた。すなわ

ち（1）自然環境保護の指針として、（2）沖縄県の文化財として、（3）遺伝的多様性の保護として（遺伝子

資源の重要性）、（4）教育教材及び研究資料としての意義から必要であることのために。 

 本書はその第 3版であり、哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、甲殻類、昆虫類、クモ形類、多足類、

貝類を取りあげてある。特に近年、水環境の悪化が問題になっていることから水生である魚類、甲殻類、

貝類の保全を重視する立場からそれらの種類数を多めに取りあげることにした。 

 

 

改訂・沖縄県版レッドデータブック第３版改訂委員会 

 

委員長 東 清二 
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